
保育園の待機児童は０９年度も２０人を超えていました。入所でき

ている園児でも、多くの保育園が、定員の１０～２０％増の中で保育

が行なわれています。働く親が安心して子どもを保育園に入所できる

ように保育園の増設がどうしても必要です。 
保育料も、県内の多くの市で少子化対策として、無条件で２子は半

額、３子以上は無料になっていますが、沼田市では、すべての子が保

育園に入園しているときだけという条件付きです。 
また、この厳しい経済化にもかかわらず、０９年度には学校給食費

の値上げもしました。いま全国では子育て支援として、給食費を無料

にする自治体が増えています。県内では２自治体が実施しています。 
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市内全域で市民の安全を守っている「防犯灯」。本

市ではその電気料は地元の町が負担し、沼田市が補助

しています。３年前まではその補助率は５０％でした

が、行財政改革といって、２年前から４５％に引下げ

られています。市の補助金が減れば、その分は町民が

負担しなければなりません。前橋市では、市民の安全

を守るための防犯灯電気料は、市が全額負担していま

す。これが当然ではないでしょうか。 

 沼田市議会９月定例会は９月７日から始まり、０９（Ｈ２１）年度の決

算審査委員会が、２２日に終了しました。審査の中で浮き彫りになった「問

題点」を報告します。 

１０年前に始った「中心市街地 

区画整理事業は、当初計画では最 

終段階に入っているはずでしたが、 

事業進捗は遅れに遅れ、０９年度 

で仮換地率は１０．１％までしか 

進んでいませんでした。この遅れ 

の大きな理由は、関係住民の事前 

同意をとらずに事業を始めたこと 

でした。 

 今年度になって、上之町での仮換地が進んで、全体の２８．１％にな

りました。１街区（上之町の本町通り北側）は建物の取り壊しを行ない

ましたが、計画していた「しょくにんの町」などが計画通りに進まずに

店舗の再建は、３年後以降になりそうで、当分の間空地のままがつづき

そうです。 

キーテナントの「Ａコープ」が撤退したグリーン 

ベル２１では、その後もテナントの撤退が相次いで

います。最大の権利者だった三井生命は、その権利

を「メドティックインベストメント」Ａと同Ｂとい

う２社に譲渡しました。それらの会社の幹部は、都

市開発（株）や市にもあいさつに訪れていますが、

空きフロアーだらけとなったグリーンベル２１を 
どうするのかという話はまだないようです。また、この２社の資本金は、そ

れぞれ１０万円といわれています。４,０００万円の市固定資産税がこの先 
どうなるのか、店舗の再生は出来るのか、まったく不透明です。     

 空地が広がった上之町１街区 
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 青空の下、市内各学校で運動

会や体育祭が行なわれました。 

 
沼中１年生の綱引き 

北小学校の徒競走 


